
　

新
し
い
基
本
法
の
条
文
の
ど
こ
を
探
し
て
も
「
直

接
支
払
い
」
と
い
う
言
葉
は
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
れ

ら
し
い
条
文
と
し
て
は
、
第
三
十
五
条
第
二
項
の

「
国
は
、
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
は
、
適
切
な
農
業

生
産
活
動
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
農
業
の
生
産

条
件
に
関
す
る
不
利
を
補
正
す
る
た
め
の
支
援
を
行

う
こ
と
等
に
よ
り
、
多
面
的
機
能
の
確
保
を
特
に
図

る
た
め
の
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
発
想
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

中
山
間
地
域
は
環
境
資
源
の
供
給
地

　

わ
が
国
の
自
治
体
の
約
四
割
が
中
山
間
地
域
を
抱

え
る
が
、
そ
の
中
山
間
地
域
で
は
過
疎
化
が
進
み
、

農
家
の
高
齢
化
が
進
み
、
耕
作
放
棄
農
地
が
急
ピ
ッ

チ
で
増
え
て
い
る
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。
機
械
化
農
業

を
進
め
る
上
で
不
利
な
急
傾
斜
、
狭
い
農
地
が
多

く
、
条
件
不
利
地
域
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

寒
冷
地
に
適
し
た
作
目
を
導
入
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
生
産
性
向
上
に

結
び
つ
き
に
く
く
、
農
業
の
衰
退
に
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
な
い
。
耕
作
放
棄
地
は
、
病
害
虫
の
発
生

源
に
な
っ
た
り
、
土
砂
が
流
出
し
た
り
と
、
危
機
的

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
環
境
の
観
点
か
ら
中
山
間
地
域
を
見
る

と
、
大
気
、
水
、
森
林
と
い
っ
た
生
活
や
産
業
や
環

境
の
基
礎
的
資
源
の
供
給
地
で
あ
る
。
中
山
間
地
域

の
衰
退
は
国
土
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
、
そ
の
影
響
は

平
野
部
に
も
及
ぶ
。

　

価
格
支
持
対
策
か
ら
所
得
確
保
対
策
へ

　

そ
の
よ
う
な
事
情
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
同
じ
で
あ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
制
度
」

（
直
接
所
得
補
償
制
度
）
と
呼
ぶ
中
山
間
地
域
対
策

が
定
着
し
て
い
る
。
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
た

「
価
格
支
持
」
や
「
生
産
支
援
」
を
所
得
確
保
対
策
か

ら
切
り
離
し
（
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）、「
所
得
確
保
対

策
」
と
し
て
公
的
資
金
を
投
入
し
、
中
山
間
地
域
の

定
住
確
保
、
農
業
継
続
、
国
土
保
全
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
中
山
間
地
域

で
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
農
家
民
宿
を
取
り
入
れ

て
い
る
農
家
の
場
合
、
お
お
よ
そ
農
業
生
産
収
入
と

民
宿
経
営
収
入
と
直
接
所
得
補
償
に
よ
る
収
入
と
が

三
分
の
一
ず
つ
を
占
め
て
い
る
。
急
峻
な
山
岳
地
を

抱
え
る
ス
イ
ス
で
は
、
放
牧
を
放
棄
し
た
牧
草
地
で

土
砂
流
出
が
起
き
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
定
住
す

る
だ
け
で
直
接
所
得
補
償
金
を
受
け
ら
れ
る
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
高
緯
度
で
荒
涼
と
し
た
自
然
環
境

の
イ
ギ
リ
ス
北
部
地
域
で
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
設
け

る
こ
と
を
条
件
に
直
接
所
得
補
償
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
根
底
に
あ
る
考
え
方
は
「
農
業
政
策
と
環
境
政

策
と
の
統
合
」
で
あ
り
「
農
業
政
策
の
地
域
政
策
へ

の
シ
フ
ト
」
で
あ
る
。
日
本
も
そ
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
ざ
る
を
得
な
い
段
階
に
来
た
と
い
え
る
。

　

遅
す
ぎ
た
生
産
至
上
主
義
か
ら
の
転
換

　
「
山
村
自
治
体
の
再
編
と
地
方
分
権
」（
大
川
健
嗣

山
形
大
学
教
授
）
に
よ
る
と
、
西
川
町
Ｎ
集
落
の
一
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農
地
に
作
付
け
す
れ
ば
公
的
資
金
が
も
ら
え
る
「
直
接
支
払
い
制
度
」
が
中
山
間
地
域
対
策
と
し
て
初
め

て
ニ
○
○
○
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
。
農
産
物
の
生
産
・
販
売
を
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
営
農

活
動
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
制
度
で
あ
り
、従
来
の
農
業
制
度
に
は
な
い
新
し
い
発
想
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
定
着
す
る
制
度
に
な
る
の
か
ど
う
か
―
。

荘銀総合研究所

石　川　敬　義

■
研
究
員
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主
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〜「
食
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・
農
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将
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九
七
○
年
代
の
農
家
所
得
は
「
コ
メ
主
＋
山
菜
従
」

の
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
八
○
年
代
に
な
る

と
「
日
雇
い
労
働
主
＋
コ
メ
従
」
の
構
造
に
な
り
、

九
○
年
代
に
は
「
農
外
収
入
主
＋
山
菜
従
」
へ
と
変

わ
っ
て
い
る
。
コ
メ
価
格
が
上
昇
し
続
け
た
時
期
に

コ
メ
依
存
度
を
強
め
た
中
山
間
地
で
あ
る
が
、
コ
メ

流
通
に
市
場
原
理
が
働
く
よ
う
に
な
っ
て
相
対
的
に

生
産
性
が
低
下
、
農
業
離
れ
が
進
ん
だ
。
そ
し
て
、

中
山
間
地
域
は
山
の
森
林
経
営
者
が
多
い
地
域
で
あ

り
、
木
材
価
格
の
低
下
で
森
林
経
営
に
回
す
資
金
を

確
保
す
る
こ
と
も
困
難
な
林
業
家
も
増
え
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
初
め
は
「
お
恵
み
は
い
ら

な
い
」
と
反
発
し
て
い
た
農
家
も
、
今
は
「
直
接
支

払
い
制
度
が
な
け
れ
ば
、
こ
こ
に
住
み
続
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
わ
が

国
の
中
山
間
地
域
政
策
が
も
っ
と
早
く
農
業
生
産
対

策
一
辺
倒
で
は
な
く
国
土
保
全
や
環
境
重
視
の
視
点

を
持
っ
た
「
現
場
重
視
」
の
姿
勢
に
立
っ
て
い
れ
ば
、

今
の
よ
う
な
衰
退
は
避
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

主
眼
は
国
土
と
環
境
の
保
全

　

本
県
で
は
市
町
村
や
中
山
間
地
域
の
農
家
は
直
接

支
払
い
制
度
を
歓
迎
す
る
声
が
強
い
。
し
か
し
、
直

接
支
払
い
の
原
資
が
税
金
で
あ
る
以
上
、
国
民
の
合

意
が
得
ら
れ
る
運
用
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
国
民
の

合
意
を
得
る
に
は
「
環
境
対
策
」「
国
土
保
全
」
を
明

確
に
位
置
付
け
「
公
益
機
能
」
を
維
持
す
る
こ
と
を

訴
え
る
こ
と
以
外
に
な
い
。
だ
が
、今
回
の
制
度
（
表

１
参
照
）
は
、
農
業
生
産
活
動
を
行
え
ば
公
的
資
金

が
も
ら
え
る
と
思
わ
れ
か
ね
な
い
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
は
「
生
産
支
持
」
政
策
と
変
わ
ら
ず
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
か
ら
「
産
業
と
し
て
の
農
業
を
甘
や
か
す
政

策
で
あ
り
容
認
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
。

新
し
い
基
本
法
は
「
多
面
的
機
能
の
確
保
」
を
標
榜

し
て
い
る
が
、
定
住
し
農
業
を
続
け
る
と
い
う
結
果

の
姿
は
同
じ
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
国
土
保
全
や
環
境

保
全
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
で
き
る
と
は
限
ら

な
い
。
公
的
資
金
を
得
た
農
家
が
耕
作
放
棄
地
の
農

業
を
復
活
さ
せ
て
も
、
農
薬
や
除
草
剤
を
ザ
ブ
ザ
ブ

使
う
農
業
を
や
れ
ば
公
益
的
効
果
は
逆
に
減
少
す

る
。
平
野
部
で
も
耕
作
放
棄
地
は
発
生
し
て
お
り
、

傾
斜
度
だ
け
が
条
件
不
利
の
要
因
と
は
限
ら
な
い
。

「
山
形
県
農
山
村
集
落
実
態
調
査
報
告
書
」（
平
成
十

一
年
三
月
、
山
形
県
）
に
よ
る
と
、
現
在
中
山
間
地

域
に
住
み
続
け
て
い
る
人
々
は
「
豊
か
な
自
然
や
ゆ

と
り
あ
る
生
活
」「
円
満
な
人
間
関
係
」
を
定
住
の
理

由
に
挙
げ
る
人
が
多
い
。
農
業
生
産
活
動
よ
り
も
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
魅
力
を
感
じ

て
住
み
続
け
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
こ

そ
「
多
面
的
機
能
の
確
保
」
を
図
る
原
点
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
産
業
政
策
な
ら
森
林
資
源
の
利
活
用
や

平
野
部
に
は
な
い
多
様
な
自
然
を
生
か
す
ビ
ジ
ネ
ス

を
促
進
さ
せ
る
施
策
、
都
市
部
の
人
々
を
受
け
入
れ

中
山
間
地
域
の
利
点
を
発
揮
で
き
る
交
流
ビ
ジ
ネ
ス

を
促
進
す
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
資

本
整
備
な
ら
自
然
環
境
と
マ
ッ
チ
し
た
快
適
な
生
活

基
盤
の
整
備
や
交
流
を
促
進
で
き
る
交
通
網
の
整

備
、
相
互
扶
助
機
能
を
維
持
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
の
施
策
を
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
。
直

接
支
払
い
制
度
を
総
合
的
な
施
策
の
一
部
と
し
て
位

置
づ
け
る
姿
勢
が
必
要
だ
。
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（グラフ１）本県の耕作放棄率の推移（％）

（表１）直接支払制度の概要

担い手が条件不利な農地を引き受け規模拡大する場合など
は、田で1,500円、畑・草地で500円上乗せ

10a当たり
単価（円）傾 斜 等 区 分地　　目

21,0001/20以上
水　　田

8,0001/100～1/20未満

11,50015度以上
畑

3,5008～15度未満

10,50015度以上

草　　地 3,0008～15度未満

1,500草地率70％以上

1,00015度以上採　　草
放 牧 地 3008～15度未満

昭和50年� 昭和55年� 昭和60年� 平成２年� 平成７年�

中山間地域� その他地域� 県計�
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11
0.70.7

3.23.2
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1.61.6

3.63.6
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1.91.9

0.9
0.6
0.4

0.6
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0.3
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1
0.7

3.2

2.2

1.6

3.6

2.5
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